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方法論から脱却する
（福田成康専務理事　以下福

田）： 
昨年 11 月の「第 18 回園
田高弘賞ピアノコンクー
ル」では、ピティナでおな
じみの田村響君が、見事第
1 位の成績を収めました。
田村君は、昨年のピティナ・
ピアノコンペティション特
級に出場し、史上最年少（高
校 1 年）でグランプリを受

賞したばかりですが、田村
君の演奏を、どのようにお
感じになりましたか？

（園田高弘先生　以下園田）：出
だしの２秒を聴いたところ
で、これはすごい、本物だ
と思いました。私のレコー
ドを研究したのではないか
と思うくらい（笑）。百戦
錬磨の審査員と、日本も捨
てたものじゃない、と語り
合ったのを覚えています。
過去 18 回のコンクールを
通じて、最高の演奏者だと
思いました。

　　　　次に目指すは世界です
ね。勉強の仕方としては、
コンチェルトなどレパート
リーを増やし、リサイタル
のプログラムをいくつも広
げていくうちに、自分が本
当にやりたいことが見えて
くると思います。じっくり
勉強して大きく育つよう、
周りが配慮する必要はあり
ますね。

福田：その指導のポイントは、
何だったとお思いですか？

園田：コンクールの時点では、
クラウディオ・ソアレス
先生が教えていらっしゃる

ことは知らなかったのです
が、演奏を聴いて、日本人
の先生ではないと感じてい
ました。だいたいが模倣か
ら入るのが芸術ですが、田
村君の場合、教わったもの
が消化されて出てくる。意
図があって弾いている感じ
ではない、教え込まれたも
のではない。どこからこの
ような才能が彼に乗り移っ
たのか、知りたくなりまし
た。ハンス・ライグラフ先
生の一番いい時の指導をソ
アレス先生が伝承し、その
純粋な部分だけが、田村君
に受け継がれています。理
想的なかたちで芸術が継
承されているのです。方法
論ではだめなのです。教師
はそう思っているかもしれ
ないが、他の人は全然共感
していない、ということも
多いでしょう。ここをこう
弾いたらこうなる、ここは
あわせてここは強く弾くと
か、そういう音楽教育だけ
が行われてきたことが日本
の限界なのでしょうね。だ
からそれ以外のところで才
能が伸びてくるわけです。
「一体芸術とは何なのか？」
ということに関して講演し
てくれるような人を探して
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くることがよいのではない
でしょうか？

福田：たしかに、今までの講習
会は、「どう弾くか」など、
指導法そのものに関する
内容が圧倒的に多かったで
す。

園田：良い講師はたくさんいら
っしゃると思いますが、日
本に名指しで売り込んでい
く外国人は、ほぼ全部ダメ
だと思っていいですね。ソ
アレス先生は、面白いと思
います。自分がどうやって
勉強されたのか聞くこと
で、いろいろとヒントが生
まれるかも知れません。ラ
イグラフ先生からソアレス
先生に何が伝わったのか、
ソアレス先生が田村君に何
を語ったのか、興味があり
ます。レッスンは限られた
時間であるはずなので、方

法論ではないはず。田村
君は 15 歳だから、無意識
に受けているのだと思いま
す。それが重要であり、あ
る意味、おそろしいこと。

福田：ピティナの指導者にも、
方法論のアプローチから入
る方はいらっしゃるとは思
いますが、一様に、きわめ
て熱心です。ヨーロッパに
行くと、フランスのピアノ
の指導者協会は 100 名く
らいとか、メンバーが激減
しているのが現状。このま
まなら、日本から世界に出
ていく人材が登場できる気
がするのですが、「日本人
に海外で活躍して欲しい」
という願いを、どのように
導くのがよいでしょうか？
　少なくとも、園田先生ご
自身の体験としては、どの
ようにお考えでしょうか？

園田：たとえばヨーロッパでは、
音楽以外の学術とか基本的
な教養の厚みが、全然違う
のですね。弁護士が音楽・
芸術・絵画について精通し
ているとか、医者がヴァイ
オリンを弾くとか、ベルリ
ンやパリには、そのような
人たちが集積しています。
あくまで人間そのものが問
題なので、人間性を豊かに
することが芸術の豊かさに
もつながるということなの
でしょう。

福田：教養という単語ひとつを
とっても、ヨーロッパの人
は本当に好きで話している
感じがしますよね。日本で
教養と言った場合、知って
いることが偉いとか、装飾
品の代わりになってしまっ
ています。同じように知識
があっても、大変な違いで
す。最近、事務所内で始め



た「即興劇」の研修には、
ピアニストや指導者の先生
にも参加していただいてい
ますが、教養を広げる一環
だと思っています。先生の
お話をうかがって、やはり、
人的環境を向上させ音楽以
外の教養人との触れ合いを
増やすことは必至と感じま
した。そもそも、自分がよ
り良く楽しく生きるための
素材を探すことが、基本ス
タンスだと思いますし。

園田：人間生活は教養をひけら
かすためにあるのではな
く、自然な状態であるとい
うこと。教養の話をする場
合に、構えてしまう。音楽
家にはこのことを自覚して
勉強してもらわないといけ
ないと思います。特に、出
来る人に限って出来るとい
う意識が身についてしまっ
ている。さらには、トップ
の人どうしがもっと交わっ
て話をしないと社会はよく
なっていかないでしょう。
日本人の DNA には、社交
性が欠けていますね。

巨匠は前進する

福田：「私の履歴書」（日本経
済新聞）など、園田先生の
執筆されたものを読むにつ
け、「変に構えていない」
というか、園田先生がすご
く自然に歩まれてこられた
ことがわかります。このよ
うな方がクラシック界には
少ない。格好つけるかコン
プレックスの塊か、という
感じで ･････。

園田：後学の国なので、コンプ
レックスというのはよくわ
かります。が、構えるとい
うのは嘘だと思います。自
分に対して真実でないから
構えるのでしょう。できな
いものはできない、知らな
いものは知らないのです。
そこで習う気持ちがあれ
ば、外国は本当に楽しいで
す。いくらでも勉強するこ
とができるのです。些細な
ことで言うなら、はじめて
海外に出たとき、「コーヒ
ーも飲まずにヨーロッパが
わかるのか」などと言われ
ました。その頃はお酒も飲
めなかったのですが。

福田：74 歳でバリバリの現役と

いうのがよくわかります。
多くの人は、なるために勉
強したり努力したりします
が、園田先生の場合、その
ような状態になることが目
的ではなくて、追い求めて
いることそのものが尊いと
お感じなのではないでしょ
うか？　ゆえに限りが無い
というか引退が無いという
か ･････

園田：済んだことには興味が無
いのです。いま目前にある
ものを、今度こそはもっと
追求してやろうと思ってい
ます。学校を卒業したての
頃はうぬぼれていたので、
自分の目標などはすぐ目の
前にあると思っていまし
た。それが、勉強していく
に従ってだんだん遠ざかっ
ていくというか、これは大
変なことだということに気
づいたわけです。外国のレ
ッスンでは、初回のレッス
ンから暗譜で弾かなければ
なりません。一通り聴いて
くれた後で、土台の曲がっ
ている部分からひとつずつ
指摘されます。最初の頃は、
音符を正確に読んで正確に
弾けば出来上がると思って



いたが、そうでないことに
気づいた。先ずは、いった
い作曲家がどのようにして
作ったのか、出来上がった
作品で何を伝えたかったの
かを知る必要があります。
さらに、ただ単純に伝える
のでなく、演奏を通じて、
自分の意見を言わなければ
ならない。作曲家と自分の、
ギリギリの対話の中から生
まれてくる演奏――。写真
家にも通じるものがありま
すね。

福田：多くの方は、園田先生は、
近寄りがたく高いところに
いらっしゃる巨匠、という
イメージを持っているので
はないかと思いますが、実
際にこうやってお会いし
てみると実に自然な感じで
す。誰よりも求め続けてい
るからこそ巨匠なのだとい
う認識を、多くの人に伝え
ていきたいものです。いず
れにしても、ギリギリのエ
ッセンスというのは、文字
になるものではなくて、人
から人へ直接伝わるという
ことですね。教育の現場で
は、どうやってそのような
機会を作るのがよいのでし
ょうか？ 

園田：動物の親子の刷り込みで
はないけれども、教育も、

生涯のうち何時間しか会わ
なかった人に大きな感銘を
受けることがあります。音
楽会も１回しか聞かなかっ
たのに絶大な影響力を持っ
ていたりします。私の場合、
フルトヴェングラーの実演
にはパリで２回しか接して
いませんが、生涯忘れ得ぬ
刷り込みになったわけで
す。その後、チェリビダッ
ケと会い、長いこと付き合
いがありましたが、ドイツ
語がうまく話せなかった私
に「おまえの考えているこ
とは話さなくともわかる」
と言われて驚いたことを覚
えています。フルトヴェン
グラーとかチェリビダッ
ケは、「音楽は現象である」
という考え方でした。一回
性のもので、再現をたどる
のはあまり意味がないとい
うこと。一回性というとこ
ろに芸術の生命を賭けるの
が演奏ということです。

福田：まさにライブということ
ですね。では、これから
のピアノ教育に対する思い
を、お聞かせいただきたい
のですが。

園田：田村君の登場で、ピアノ
に対して畏敬の念を持つ方
が現れたことが、最大の成
果ではないかと思います。

また、私の紹介している「旬
のピアニストシリーズ」な
どを通じて、若い人も欧米
スタイルに近づき、育って
きた感じがします。目標は
自分で苦労して探し出すも
の。混沌とした世界から捜
し求めてはじめて目標が出
てくる。書かれたものは目
の前にあるが、本当に目標
になるのかどうか、ザルで
水をくむようなことをして
いてもだめ。人間だれにも
得手不得手があるので、そ
れを克服していくこと。手
をこまねいていいかげん
にやって、どうにかなるだ
ろうと言っていても何にも
ならない。汗水流してとこ
とんまで突き詰めていかな
ければならない。そうやっ
て、香り高い崇高な芸術に
少しでも近づくことができ
れば、本当に幸せなことだ
と思います。

福田：本日は、園田先生のあり
のままのお考えをうかがう
ことで、自分たちの基本姿
勢を確認することができま
した。ありがとうございま
した。

「園田高弘賞ピアノコンクール」

「旬のピアニストシリーズ」等の
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サイトをご覧下さい。
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